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１．新会長挨拶 

２．地域漁業学会第 65回大会に参加して 

 １）古澤礼太 会員 

 ２）福釜知佳 会員 

３．新理事・監事、各種委員会の選出  

４．編集委員会からのお願い 

５．事務局からのお知らせ 

※理事会議事録、事業・決算報告、事業・予算計画は別紙をご覧ください。 

 

１．新会長挨拶 

 

地域漁業学会会長 波積 真理 

 

この度、地域漁業学会会長就任に際し、ご挨拶

させて頂きたいと存じます。まずはなにを置きま

しても、前会長のこの 2年間のご尽力に心より感

謝を申し上げます。前会長は、決断力の早さ、緊

急度の高い課題への対応に力を発揮して頂き、リ

ーダシップをもって、学会の方向性を示して頂き

ました。この道筋を更により良い方向へと導く事

が出来ますよう力を尽くして参ります。副会長、

理事、事務局、学会員の皆様におかれましては、

是非ともお力添えを賜りますよう、何卒よろしく

お願い申し上げます。 

 

 

 

２．地域漁業学会第 65 回大会に参加して 

 

１）古澤礼太 会員 

中部大学 中部高等学術研究所 

国際 ESD・SDGs センター 

 

地域漁業学会第 65 回大会にはじめて参加させ

ていただきました。二日目の研究発表では、アフ

リカ・ガーナ共和国の都市部（首都アクラ、ガ民

族）における地域漁業について口頭発表をさえて

いただきました。漁港をとりまとめる「漁師長

（Chief Fisherman）」が、政治的・宗教的な権威

を持ち、漁業コミュニティの秩序の維持がおこな

われている実態を報告しました。 

 初日のシンポジウムの途中からの参加でしたが、

地域の持続可能な漁業に関するさまざまな議論も

大変興味深く聞かせていただきました。というの

も、私自身が、アフリカの都市人類学の研究を進
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める一方で、所属する中部大学では ESD（持続可

能な開発のための教育）や SDGs（持続可能な開

発目標）の研究・活動に取り組んでいるからです。

愛知県春日井市に位置する中部大学は、国連大学

が世界 190 地域に認定している ESD の地域拠点

ネットワーク「中部 ESD 拠点」の幹事機関を担っ

ています。愛知県・岐阜県・三重県の３県をほぼカ

バーする伊勢・三河湾の集水域である「伊勢・三河

湾流域圏」を対象地として持続可能な社会づくり

をめざし、包括的な課題解決と地域づくりに取り

組んでいます。地域の持続可能性を考えるうえで

も地域漁業はとても重要であり、このような素晴

らしい学会に入会させていただいたことをとても

嬉しく思います。 

 今後とも、ローカル・グローバルな視点で漁業

と持続可能な社会づくりについて、皆様にご指導

をいただきつつ、私自身も貢献できるように尽力

していきたいと考えております。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 

２）福釜知佳 会員 

東京海洋大学大学院 

 

昨年はオンラインで聴講しましたが、今回は学

会に入会し、初めて対面の地域漁業学会に参加し

ました。私が所属する東京海洋大学松井研究室か

らは、全員自己負担にて社会人学生 2 名含む学生

計 8 名が参加し、うち 5 名が報告を行いました。 

 対面の学会に参加してみますと、講演者の話だ

けでなく、オーディエンスの反応がわかり、当然

のことではありますが、オンラインとリアルとで

は臨場感が異なりました。質疑応答や休憩時間、

懇親会などの場で、これまで読んだ論文の著者や

シンポジウム関係者の皆様とお話しし、場合によ

っては平場で聞きにくい事情なども尋ねることが

できました。ちょっと違うかもしれませんが、さ

ながら推しの有名人に会ったような気分で、内心

嬉しく感じておりました。 

 本大会では、私を含め、水産庁に籍のある者が

複数報告を行いました。EBPM（Evidence Base

d Policy Making: 根拠のある政策立案）の必要

性が叫ばれる中で、行政でもアカデミアの知見を

より一層必要としているのではないかと感じてお

ります。 

 私自身の発表はというと、初めての学会個別報

告において「日本の魚類養殖業の効率性分析」と

いうことで、正直申し上げると少々毛色が違うよ

うな気もいたしましたが、座長を務めて下さった

松井歩先生からは、今後の研究の深化に繋がるご

指摘をいただきました。 

 朝晩は母親、昼間は行政官、深夜早朝に研究者

見習いという三足の草鞋を履きながらではありま

すが、会員・関係者の皆様の先行研究や視点を参

考にしながらよりよい研究ができるよう、精進し

て参る決意を新たにいたしました。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

３．新理事・監事、各種委員会の選出 

 

大会の際に開催された理事会・総会において、 

理事・監事の改選が行われました。新理事によっ 

て、新会長には波積真理会員が、副会長には竹ノ

内徳人会員が選出されました。 

 

新理事・監事一覧 

 

会 長：波積真理（熊本学園大学） 

副会長：竹ノ内徳人（愛媛大学） 

 

＜地域理事＞ ＜五十音順：◯は部会長＞ 

九州・沖縄部会 

鹿熊信一郎、佐久間美明、 中村周作、

〇波積真理 

中四国部会 

〇竹ノ内徳人、藤井陽介 
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近畿部会 

河原典史、前潟光弘、〇増﨑勝敏 

東海・北陸部会 

常 清秀、〇東村玲子 

関東部会 

〇工藤貴史、橋村修、原田幸子、 

宮田勉、山下東子 

東北・北海道部会 

〇佐々木貴文、横山貴史 

 

＜事務局・各種委員会＞ 

（五十音順：〇は代表者、＊は会長推薦理事） 

事務局担当 

〇天野通子、＊林紀代美、＊前田竜孝、 

＊眞次一満 

 

会計担当 

〇山下東子 

 

学会誌編集委員会 

前潟光弘、＊末田智樹、〇竹ノ内徳人、 

＊塚本礼仁、波積真理、＊原田幸子、 

増崎勝敏、＊吉村健司 

 

学会賞選考委員会 

猪又秀夫、亀田和彦、常 清秀、 

田和正孝、増﨑勝敏、〇山下東子、 

若林良和 

 

研究企画委員会 

〇工藤貴史、崎田誠志郎、佐久間美明、 

中村周作、原田幸子、松井歩 

 

国際交流委員会 

越後学、鹿熊信一郎、〇宮田勉、李銀姫 

 

監事 

近藤信義、玉置泰司 

４．編集委員会からのお願い 

 

編集委員会委員長 竹ノ内 徳人 

 

学会誌編集委員会では今期の学会誌について 

64 巻 1 号～3 号として 3 冊を発行予定です。個

別報告については第 1 回〆切が 2 月 22 日（木曜

日）、第 2 回〆切が 3 月 22 日（金曜日）です。

またコロナ禍の過去 3カ年において当学会でご報

告され、なおかつ論文投稿されていない原稿も引

き続き受け付けたいと考えております。学会員の

皆様からの積極的なご投稿をお待ち申し上げてお

ります。 

 

５．事務局からのお知らせ 

 

１）第 66回大会の開催について 

 2024年秋に開催予定の大会について、工藤貴史

会員をはじめ東京海洋大学の関係者に拠点校をお

引き受け頂けました。開催日程については、拠点

校の新年度の大学暦などを勘案し、後日調整など

進めて参ります。 

 

２）会員情報更新とメール登録のお願い 

今後は会報のメール送信を予定しておりますの

で、メールアドレスの登録をお願いいたします。  

研究会などのお知らせの受け取りに便利です。 

（メールアドレスの変更、住所変更は、ＷＥＢ上

で可能です。http://jrfs.org/nyukai.html 

不明な点がございましたら、ホームページ上の 

問い合わせメールでお願いします。事務的なこと 

については、共立のご担当者が対応致します。 

 

３）会費納入のお願い 

学会の運営は，会員の皆様からの会費納入によ

り成り立っています。学会の諸活動の活性のため

にも，会費の期限内納入にご協力願います。会費

は，年間で，個人会員 10,000 円、学生会員は
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6,000 円です（ただし、海外在住の外国人会員は

個人会員 6,000 円、学生会員 3,600 円です。ま

た、団体会員・賛助会員は１口 10,000 円です）。 

※未納がある場合には，速やかに納入いただけま

すと幸いです。下記の連絡先情報（四角枠）のな

かに，振込先情報を記しております。 

 

【問い合わせ先】 

事務局：林、眞次、天野、前田

jrfs◎kyouritsu-online.co.jp（◎ を@に変換して下さい）
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